歯科技工士の夜明け
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学ぶことに喜びと生きがいを見出していた若い頃、いつも自分を見つめる時は夜半、センベイ布団にもぐり込む時でした。中学卒業と同時に青森の秘境から上京し、歯科医院の書生として働き、学び、そして夜学生活の８年間は、夢と希望に満ち溢れた「末は博士か大臣か」まさに心に金の卵を抱いた、くりくり坊主の紅顔の美少年でした。

　高校３年の春、６０年安保批准反対で東京は学生の「将来のわが国の安全と独立」を思う熱気で沸き返っておりました。そしてデモ行進で樺美智子さんが

警官に踏み潰され亡くなったそのデモに参加する自分がいたのです。

よく考えると、安保批准以降アメリカに守られているから日本は戦争が無くて済んだというが、果たしてそうだろうか。

　平和憲法を制定し、二度と戦争をしないと自主独立を誓った割には、アメリカが「くしゃみをすればわが国は風邪を引く」という事象が、外交問題を基点に至る所に蔓延しています。

　私はアメリカのフロンテイァ精神は憧れであり大好きです。しかし最近は、過激な被虐本能で自己防衛の正当性を振りかざして、他国の基本的生存権までを侵害する挑発が目立つように思えるのです。

　今日、歯科技工士が自らの地位保全と損害賠償請求等で訴訟を起こした判決が下ります。

　「歯科技工士」とはっきり銘打って業を為せる様になったのは、昭和３０年８月１６日、当時は「歯科技工法」として制定されたのですが、半世紀以上の歴史が刻まれております。

以後、幾度か法は改正されましたが、大きな改正として平成６年１月２６日、「士」が付記され「歯科技工士法」とされ、歯科技工士試験の受験資格に「文部大臣の指定した技工士学校を卒業した者」と加えられ、違反行為に対しての罰則が強化されたのです。

　この時日技は、「歯科技工大学化への道が拓けた」と「名実ともに、歯科医療専門職としての地位が確立され、より社会的責任と倫理感を持ち、国民歯科医療に貢献する岐路となった」とのたまい、会員は生活に瀕し、地位を侵されようとしています。そして、自らは社会的責任を果たそうともしていません。

　私は、歯科医師と歯科技工士の関係が、前述のアメリカとわが国の様相にダブって仕方がありません。

徒弟関係から始まって半世紀、お互いが居なければ成り立たなくなった業界の現状を目の当たりにして、胸襟を開いてお互いに相手を尊重でき、感謝しあい、確立した人格として認め合える業界にできないものだろうか。国民のために。

　あぁ！今朝も明けてきました。徹夜で作った入れ歯を研磨して届けてから霞ヶ関へ向かいます。今日はテレビが３社も入ります。皆さんに感謝しつつ……。

